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第４回講座　地域の実践から学ぶ

日　時：2023年10月18日（水）19:00～21:30
場　所：普天間三区公民館

講　師：渡名喜 庸松 氏（普天間三区自治会 会長）
　　　　南 信乃介 氏（那覇市繁多川公民館 館長）
参加者：11名／16名（地域コーディネーター、自治会、福祉・医療関係等）

　第4回講座では、那覇市繁多川公民館の南信乃介館長と、普天間三区
自治会の渡名喜庸松会長をお招きし、人が集い話す場（公民館）からど

のような活動がうまれるかという観点から、実際の取り組みと「人が集

い、話し合う場」をつくるヒントをお話しいただきました。

　はじめに、南館長より、繁多川の地域の特性と、繁多川公民館の取り

組みの一部を紹介いただきました。繁多川公民館は、那覇市の公設公民
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館で、NPO法人1万人井戸端会議が指定管理を行っています。公民館と地域住民をつなぐため、地域のお年
寄りに戦前の暮らしを聞き、当時、繁多川には美味しい豆腐があったという声から当時の豆腐を再現する

活動が生まれたとのことです。地域の人が大事にしているものを知ることで、公民館との強い繋がりがで

きたとお話しをされていました。繁多川公民館では、地域の歴史を知る方や在来大豆の復活を支えた方な

ど、地域で様々な経験や知識を提供できる方を「すぐりむん」として認定し、地域に根差して活動してき

た方を地域で認めるしくみもつくっているとのことでした。

　その他にも、小さなきっかけから生まれた2つの活動として、防災に関
する調査から生まれた取り組みや、コロナ禍の若者の集いから生まれた

「火を囲む会」の活動を紹介いただきました。人が集い、話す場をつく

ることで、学びがある。その学びを通して地域をくらしやすくする、地

域力をあげることにつながったらいいという思いで取り組んでいるとい

うお話しをしてくださいました。

　その後、渡名喜会長も交えて、繁多川公民館と普天間三区自治会の取

り組みを深掘りしました。普天間三区公民館で行っている子どもの居場

に所では、公園がない地域で公民館が子ども達の遊び場になっている。居場所を利用する障がいのある子

との関わりでは、子ども同士のトラブルもあるが、普通の子とふれあうことで、何かひらけてくるのでは

ないか？と期待してあまり特別扱いすることなく見守っており、ひとつの居場所になっているとお話しく

ださいました。今後取り組みたいこととして、普天間三区では、赤ちゃんのいる若いママの集いの場を行

いたい、繁多川公民館では、コロナ禍で増えた不登校の子の受け入れを考えているとのことでした。



      第5回講座は⇒⇒⇒
      内容：スキルアップ講座　～企画づくり～
      日時：2023年10月22日（日）10:00～15:00
      場所：普天間第二小学校
      講師：平良 斗星 氏（公益財団法人みらいファンド沖縄 副代表理事）

質問：困りごとをかかえる人とどうつながっていくか？ど

うしたら人が集まるのか？

➢企画をする段階から地域の人が関わっていることで口コミ
で広がっていく。誰でもきていいよという雰囲気を作るのも

大事、一度集い始めると良いループができる。（南さん）

質問：学校を巻き込んだ企画をするには？

➢繁多川公民館では学校と連携し、本の物々交換会や防災
キャンプなどを実践している。学校で関わる人たちと楽しみ

ながらできる事を考えていて実現した企画。（南さん）

質問：子どもたちが集まる活動のその後は？

➢子どもの頃に豆腐作りをした子たちが、高校生になった時に在来大豆をテーマに研究していた。ボランティ
アをしていた子どもたちもその後も愛着を持って何かと関わって地域を支えてくれるようになる。（南さん）

質問：こまりごとは？（あらためて）

➢不登校の子ども多く、学校や家庭だけで対処しきれない事が多い。孤立することなく地域の中で育む環境を
学校とも連携してしっかりとやることだと考えている。（南さん）

➢若い人や他所から来た人の力ををもっと借りたい。行事がマンネリ化しており、新しい取組みをするのに新
しい意見を取り入れていきたい。（渡名喜会長）

誰かの何気ない一言から企画されるってすばらしい！

小さなきっかけから大きな活動に発展して継続していく南さんすばらしい。もっと学びたいです。

渡名喜会長はエネルギーが高くて色んなアイデアをもっていて、たくさんの人の事を考えていてすばらしい！

身近な人とのおしゃべりから地域活動につながるような種を見つけたい。

私自身ももっと提案、行動ができる様がんばりたい！

地域でみんなで子どもを育てていく事の大事さを感じたので、その機会に私も関わっていきたいと思いました。

受講生アンケートより

受講生からの質問


